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1. はじめに 

異なる日に同じ人の脳波を記録する際，毎日まったく同

じ位置にヘッドキャップを被ることはできないため，電極の

位置ずれを避けることができない[1]. 電極の位置ずれは脳

波の識別を妨げる大きな要因だと推測されるが，そのこと

が脳活動の解読にどの程度の影響を及ぼすのか，未だ明

らかではない． 

そこで本研究では, 脳波電極の位置ずれが脳活動の解

読に及ぼす影響を明らかにすることを目的とし，位置ずれ

の大きさやずれが生じる要因を被験者を用いて調べ，それ

らが脳活動の解読に及ぼす影響をシミュレーションを通し

て検証することを目標とする．  

2. 実験方法 

2.1 脳波電極の位置ずれの計測 

位置ずれの程度を明らかにするために, ヘッドキャップ

を「同じ人が異なる日に被せた場合」と「異なる人が同じ人

に被せた場合」でそれぞれ実験を行なった. 前者では, 

ヘッドキャップを被せ慣れている 1 人の装着者が異なる日

に同じ被装着者に 10 回被せた. 後者では, 被せ慣れて

いない 10 人の装着者が被装着者にそれぞれ被せた. ま

た, どちらの実験も 5 人の被験者が被装着者として参加し

た. 電極位置は 3 次元位置計測装置（Polhemus 社製

FastSCAN）を用いて計測され,被装着者の頭部を基準とし

た座標系に変換された．得られた位置データから式(1), (2)

を用いて位置ずれの大きさを計算した.  

 𝐷1 = √(𝑥11 − 𝑥n1)2 + (𝑦11 − 𝑦n1)2 + (𝑧11 − 𝑧d1)2  (1) 

           𝐷avg =
1
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ここで, 𝑥11,  𝑦11,  𝑧11：１日目に計測した１ヵ所目の電極位

置座標, 𝑥n1,  𝑦n1,  𝑧n1:n 日目に計測した１ヵ所目の電極

位置座標, 𝐷avg:電極 64 ヵ所分の電極位置のずれの平均

値である.  

2.2 シミュレーションによる電極位置ごとの識別 

 右手および左手を動かすことをイメージしていることを想

定した脳波のシミュレーションデータを作成した.作成した

データは 9 種類あり,脳活動や頭部モデルは同一で,電極

位置のみを変えた．電極 C3 と C4 のパワースペクトルを特

徴量とし,どの程度正確に実験課題を識別できるか調べた． 

3 実験結果 

3.1 脳波電極の位置ずれの計測 

「同じ人が異なる日に被せた場合」の結果を表1に示す. 

それぞれの値は, 各被装着者に被せたときに生じた電極

位置ずれの平均値を示している. この結果より, 電極間の

距離(約 30 mm)に及ぶ位置ずれが生じにくかったことが分

かる. また, 被る人によって, 平均的な位置ずれの大きさ

が異なることから, ヘッドキャップを被る人の違いによって, 

位置ずれの大きさは変化しやすいと考える.  

 
表 1 各被装着者に被せたときに生じた電極位置ずれの平均値 

 

3.2 シミュレーション 

電極位置のずれと識別率の関係を表すグラフを図 1 に

示す. 両者の間位には負の相関があり，電極位置のずれ

が大きいほど , 識別率は低下した（相関係数： 𝑟 =

−0.83, 𝑝 = 0.18 × 10−4）. 同じ位置ずれの大きさであって

も，脳の活動領域が小さいほど，識別率に及ぼす影響が

大きかった．例えば，位置ずれが 27.0 mm 生じた場合, 活

動領域が大きい場合は 識別率は 93.30 %であったが,小さ

い場合は 63.30 %だった.  

4. 今後の課題 

今後は, 実際にヘッドキャップをずらした状態で被

験者の脳波を計測し,得られた結果から位置ずれがど

れほど脳活動の解読に影響するのか調べる必要がある. 

 

 

図 1 活動領域が小さい場合の電極位置のずれと識別率の関係 
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